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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、ネトリン受容体のUNC-5ファミリーに属する。ネトリンは、神経発生過程において軸索伸長と細胞移動を誘導する分泌タンパク質である。ネトリンは、ある種の細胞に対しては誘引剤として、また別の細胞に対しては忌避剤として作用する二機能性タンパク質であり、これらの相反する作用は2種類の受容体によって媒介されると考えられている。UNC-5ファミリー受容体は、ネトリンに対する忌避反応を媒介する。これらは、細胞外領域に2つの免疫グロブリン（Ig）様ドメインと2つのI型トロンボスポンジンモチーフを含む膜貫通タンパク質である。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：軸索誘導に必要なネトリンの受容体。発達中の神経系において、リガンド結合時に神経細胞の成長円錐の軸索反発を媒介する。成長円錐における軸索反発は、反発シグナル伝達を誘発する可能性のあるDCCとの関連によって引き起こされる可能性がある。 DCCとは独立して皮質脊髄路軸索誘導にも関与する。また、ネトリンリガンドと会合していない場合は、アポトーシス誘導に必要な依存性受容体としても機能する。,その他：大腸がん、乳がん、卵巣がん、子宮がん、胃がん、肺がん、腎臓がんなど、複数のがんにおいて発現が低下している。,PTM：細胞質の様々なチロシン残基がリン酸化される。Tyr-568のリン酸化はPTPN11ホスファターゼとの相互作用を引き起こすことから、その活性はリン酸化/脱リン酸化によって制御されていると考えられる。チロシンリン酸化はネトリン依存性である。,PTM：アポトーシス誘導時にカスパーゼによってタンパク質分解的に切断される。受容体がネトリンリガンドと会合している場合は、切断は起こらない。アポトーシス誘導にはカスパーゼによる切断が必要である。,類似性：unc-5ファミリーに属する。,類似性：デスドメインを1つ含む。,類似性：Ig様（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,類似性：Ig様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,類似性：ZU5ドメインを1つ含む。,類似性：TSPタイプ1ドメインを2つ含む。,サブユニット：DCCの細胞質部分と相互作用する。,組織特異性：主に脳で発現する。腎臓でも発現する。発達期および成人の肺では発現しない。,
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	Hela細胞溶解のウェスタンブロット分析。一次抗体は1:1000希釈。二次抗体は1:10000希釈。

